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名古屋都市センターにて開催！

2025年11月5日（水）〜25日（火）

2025考古学の祭典

考古学フェア

連続歴史講座 春は弥富、秋は安城

土器や木製品・骨角器からみえてくる

「よそおい」について考えます。

考古学フェア

よそおい

2025考古学の祭典

あいち埋文

サポーターズクラブ
会員募集中！

つぼひめ

年会費１，０００円！
会員限定の遺跡見学会など！

楽しい企画がたくさん！

つぼひめ

　

新
た
に
令
和
七
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。
本
年
度
も
愛

知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
発
掘
調
査
は
十
五
遺
跡
、
約
三
万
五
千
平
方

メ
ー
ト
ル
を
実
施
す
る
予
定
で
す

(
下
図
を
参
照
)
。
そ

の
調
査
成
果
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｘ
な
ど
で
紹
介
し
た

り
、
地
元
説
明
会
な
ど
で
現
地
の
状
況
を
公
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
発
掘
調
査
を
終
え
た
遺
跡
の
調
査
報
告
書
を

作
成
す
る
た
め
、
四
遺
跡
の
整
理
作
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

加
え
て
、
広
報

・
普
及
活
動
を
次
の
と
お
り
実
施
し
、

発
掘
調
査
情
報
や
研
究
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

◎
春
の
埋
蔵
文
化
財
展　
　

　

「や
と
み
新
発
見
展
二
〇
二
五
」
と
題
し
て
、
三
月
二
十

九
日
か
ら
四
月
十
一
日
ま
で
弥
富
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
の
二
階
に
て
、
令
和
六
年
度
の
発
掘
調
査
の
最
新
成
果

を
紹
介
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
保
存
処
理
が
終
了
し
た
花

の
木
古
墳
群
の
蛇
行
剣
と
多
数
の
鉄
製
品
な
ど
を
展
示
し
ま

す
。
蛇
行
剣
は
愛
知
県
内
で
は
初
め
て
の
出
土
例
と
な
り
ま

す
。
大
刀
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
鉄
製
品
が
ま
と
ま
っ
て

出
土
し
た
の
も
大
変
め
ず
ら
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
常
設

展
示
も

「あ
い
ち
発
掘
銘
泉
展
」
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

◎
連
続
歴
史
講
座

　

今
年
の
テ
ー
マ
は

『よ
そ
お
い
の
考
古
学
』。
四
月
二
十
四

日
と
六
月
十
九
日
は
弥
富
市
の
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

で
、
秋
に
安
城
市
で
開
講
し
ま
す
。

◎
秋
の
埋
蔵
文
化
財
展　
　

　

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
秋
の
特
別
公
開
に
合
わ

せ
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

◎
考
古
学
フ
ェ
ア

「あ
い
ち
の
考
古
学
二
〇
二
五
」

十
一
月
五
日
か
ら
二
五
日
ま
で
金
山
に
あ
り
ま
す
名
古

屋
都
市
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
愛
知
県
内
を
中
心
に

考
古
学
に
関
連
す
る
情
報
を
集
め
、
ポ
ス
タ
ー
展
示
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
行
う

「考
古
学
セ
ミ
ナ
ー
」
と
幅
広
く

県
民
の
皆
様
に
考
古
学
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

「考
古

学
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

◎
企
画
展

『あ
い
ち
の
発
掘
調
査
二
〇
二
五
』

　

令
和
八
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
あ
い
ち
朝
日
遺
跡
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
て
企
画
展
を
行
い
ま
す
。
令
和
六
年
度
に
実
施

さ
れ
た
愛
知
県
内
の
発
掘
調
査
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
広
報
活
動
を
支
え
て
い
た

だ
く
た
め
の

「あ
い
ち
埋
文
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
活

動
も
行
い
ま
す
。
遺
跡
の
見
学
会
や
土
器
の
作
成
体
験
、

石
器
づ
く
り
な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

令和７年度も
よろしく

令和７年度の調査予定遺跡

熱田区

港区

千種区
東区

北区
西区

中村区
中区

昭和区

瑞穂区中川区

南区

守山区

緑区

名東区

天白区

設楽町

④南ヶ岳遺跡

設楽町

②下延坂遺跡

設楽町

③境川林道遺跡

名古屋市

⑮西二葉町遺跡

設楽町

⑤上戸神遺跡

豊山町

⑦青山神明遺跡

稲沢市

⑥船橋宮裏遺跡

豊橋市

⑩萱野遺跡

安城市

⑪姫下遺跡

⑫中狭間遺跡

⑬向田遺跡

⑭亀塚遺跡

豊田市

①内山遺跡

清須市

⑧廻間遺跡

⑨土田遺跡

３/29(土)

から

4/11( 金 )

春の埋蔵文化財展 『やとみ新発見展゛（しんはっけんでん） 202５』　＆　春の特別公開
☆令和 6 年度の発掘調査成果について、 展示解説を行います。 また、 特別にセレクトした逸品の遺物を特別公開します！

☆4 月は土日の開館はありません 予約不要 ・ 入場無料
どなたでも

連続歴史講座 『よそおいの考古学』　　全 4 回　　春 ： 弥富市で開催！　秋 ： 安城市で開催！　「予約不要、 参加費無料」　

　☆「よそおい」 に焦点を当て、 道具のもつ役割や技術 ・ 材料の変化、 社会の変化などを解説します。

　①  ４月 24 日 （木）　「身分を示す木製品　～華麗なる威儀具の世界～」　　樋上　昇

　②  ６月 19 日 （木）　「社会の役割が見える骨角器　～さまざまな骨角製装身具類の世界～」　  川添和暁

　③④　期日未定　会場 ： 安城市内

　会場 ： 愛知県埋蔵文化財調査センター　２階研修室　時間 ： 午前 10 時 30 分から正午まで　　　各講座５０名

令和７年度考古学フェア 『あいちの考古学 2025』 予約不要 ・ 参加費無料

   ☆愛知県内と近隣の情報を手に入れることができるビックイベント！　　日時 ： 11 月 5 日 （水）〜25 日 （火）
　会場 ： 名古屋都市センター ( 金山南ビル )== 詳細が決定次第 HP にてお知らせします。

秋の埋蔵文化財展　☆イベントを開催予定　予約不要 ・ 入場無料

会場 ： 埋蔵文化財調査センター　２階
どなたでも

どなたでもお楽しみできます！ 大人の方を対象としています！令和７年度　イベント案内

秋

11

未定

５ （水）

から

25（火）

3
・
４
・
5
・
6

１
〜
３

1 月下旬

から

3 月上旬
どなたでも

企画展　「あいちの発掘調査 2025」　予約不要 ・ 入館料が必要

　☆あいち朝日遺跡ミュージアムの委託事業として、 令和 6 年度に実施された県内の発掘調査成果の速報展を開催します。

　== 詳細が決定次第 HP にてお知らせします。

4/24

（木）

6/19

( 木 )

大人向き

あいち埋文サポーターズクラブ募集のお知らせ！　　　　☆年会費　1,000 円で考古学を楽しみましょう！

　　愛知県埋蔵文化財センターの発掘調査現場の見学会や、 土器づくりや石器づくりなどの楽しいワークショップを企画しています。

　年度終了時には、 サポーターズクラブ用の特別ペーパークラフトとクリアファイルをお届けします。

　考古学にご興味をお持ちの方！ぜひご参加ください。 　→お申し込みは HP をご覧ください。

大人向き

どなたでも

発行：公益財団法人　愛知県教育・スポーツ振興財団　愛知県埋蔵文化財センター

埋文桜ニュース 2025年3月29日発行1 埋文桜ニュース 2025年3月29日発行 4

《同時開催》　愛知県埋蔵文化財調査センター　春の特別公開 2025

　愛知県埋蔵文化財調査センターでは、 春の特別公開 2025 として 「収蔵庫に眠る逸品たち

5 ～石と玉の世界～」 を開催します。   愛知県内で出土した遺物のうち、 今回は石と玉に焦点

を当てて展示を行います。 3 月 29 日 （土曜日）、 30 日 （日曜日） の特別開館日には、 車塚

遺跡 （岡崎市） から出土した金色のイヤリング （耳環） も展示します。

くるまづか

じかん

西牧野遺跡 （岡崎市） 出土

　　　ナイフ形石器

にしまきの

牛牧遺跡 （名古屋市守山区） 出土岩偶
うしまき　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　                     　 がんぐう

西二葉町遺跡出土の狛犬

西浦遺跡 （豊橋市） 出土

　　　　石製舌

にしうら

せきせいぜつ

車塚遺跡 （岡崎市） 出土耳環
   くるまづか　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 じかん烏帽子遺跡 （東海市） 出土

1 管玉　　2 ガラス製小玉

3 ガラス製勾玉

1

3

2

えぼし

くだたま　　　　　　　　　　　         こだま

まがたま



清
洲
城
下
町
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 (

清
須
市
清
洲
・
市
場)

　

清
洲
城
下
町
遺
跡
は
清
須
市
中
央
部
を
流

れ
る
五
条
川
両
岸
の
自
然
堤
防
上
の
微
高
地

と
そ
の
後
背
湿
地
に
広
が
る
遺
跡
で
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
清
須
市
清
洲
と
市
場
の
２

箇
所
で
行
い
、
清
洲
で
は
江
戸
時
代
の
井
戸

や
溝
な
ど
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
時
期
の
町

屋
に
関
連
す
る
遺
構
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
ら
よ
り
も
古
い
城
下
町
の
土
坑
か
ら

は
、
金
箔
の
付
い
た
瓦
や
漆
椀
な
ど
の
遺
物
が

出
土
し
ま
し
た
。

　

市
場
で
は
、
安
土

・
桃
山
時
代
の
石
垣
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
石
垣
は
、
織
田
信
雄
が
城

主
だ
っ
た
頃(

一
五
八
六
〜
一
五
九
〇
年)

の

「
後
期
清
須
城
」
の
石
垣
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

西
二
葉
町
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

 (

名
古
屋
市
東
区)

　

西
二
葉
町
遺
跡
は
県
立
明
和
高
等
学
校
の
敷
地
か

ら
北
東
に
位
置
す
る
七
尾
天
神
社
方
面
に
広
が
る
遺

跡
で
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
県
立
明
和
高
等
学
校
の
敷
地

内
で
行
わ
れ
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
の
幅
広
い

土
地
利
用
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
犬
山
城
主
で
あ
る
成
瀬
隼
人
正
中
屋
敷
に

関
連
す
る
遺
構
が
広
い
範
囲
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
近
代
以
降
の
遺
構
と
し
て
、
名
古

屋
帝
国
大
学
学
生
食
堂
舎
の
基
礎
や
愛
知
県
第
一
中

学
校
学
校
校
舎
の
跡
も
良
好
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

遺
物
は
江
戸
時
代
の
遺
物
が
多
く
出
土
し
、
様
々

な
種
類
の
陶
器
や
土
師
器
皿
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
山
神
明
遺
跡　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

西
春
日
井
郡
豊
山
町)

　

青
山
神
明
遺
跡
は
、
西
春
日
井
郡
豊
山
町
の
北
部
に
位
置
し
て

お
り
、
県
営
名
古
屋
空
港
の
西
側
に
立
地
し
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
遺

構
お
よ
び
遺
物
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

遺
構
は
各
時
代
の
建
物
跡
や
井
戸
、
土
坑
墓
、
溝
な
ど
、
弥

生
時
代
の
方
形
周
溝
墓
と
思
わ
れ
る
溝
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

遺
物
は
、
鎌
倉
時
代
の
山
茶
碗
と
小
皿
を
中
心
と
し
て
、
弥
生

時
代
の
中
で
も
古
い
遠
賀
川
式
土
器
の
甕
の
口
縁
部
も
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
土
器
は
、
こ
れ
ま
で
の
青
山
神
明
遺
跡
で
の
出
土

遺
物
の
中
で
最
も
古
い
約
２
５
０
０
年
前
の
遺
物
と
な
り
ま
す
。

青
山
金
剛
遺
跡

　
　

    
(

西
春
日
井
郡
豊
山
町)

　

青
山
金
剛
遺
跡
は
青
山
神
明
遺

跡
と
隣
接
し
た
遺
跡
で
す
。

　

調
査
の
結
果
、
青
山
神
明
遺
跡

の
一
部
調
査
区
と
同
様
の
古
代
・

中
世
集
落
の
形
成
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

遺
構
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時

代
の
竪
穴
建
物
跡
、
鎌
倉
時
代
か

ら
室
町
時
代
の
溝
や
掘
立
柱
建
物

跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

多
気
中
町
東
遺
跡

　
　

    　
　

(

小
牧
市
多
気
東
町)

　

多
気
中
町
東
遺
跡
は
青
山
神
明

遺
跡
の
北
側
に
隣
接
し
た
遺
跡
で

す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
古
墳
時
代

の
溝
２
条
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸

時
代
に
か
け
て
の
溝
７
条
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

古
墳
時
代
の
溝
２
条
か
ら
は
、

円
筒
埴
輪
や
須
恵
器
、
葺
石
の

可
能
性
の
あ
る
礫
が
出
土
し
た
こ

と
か
ら
、
円
墳
の
一
部
に
あ
た
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

野
添
遺
跡

　
　

  　
　
　

(

豊
橋
市
石
巻
本
町)

　

野
添
遺
跡
は
豊
川
左
岸
の
河
岸

段
丘
上
に
立
地
し
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
昨
年
度
の

調
査
区
か
ら
続
く
区
画
溝
と
屋
敷

地
に
伴
う
土
坑
墓
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　

区
画
溝
か
ら
は
豊
臣
時
代
の
大

阪
城
で
流
通
す
る
も
の
と
同
様
の

犬
形
土
製
品
が
出
土
し
、
豊
橋

市
内
で
は
吉
田
城
址
に
次
い
で
２

例
目
の
事
例
と
な
り
ま
し
た
。

▶
石
垣萱

野
遺
跡

　
　

  　
　
　

(

豊
橋
市
石
巻
本
町)

　

萱
野
遺
跡
は
野
添
遺
跡
の
西
側

に
隣
接
す
る
遺
跡
で
す
。

　

江
戸
時
代
の
区
画
溝
と
そ
れ
に

区
画
さ
れ
た
大
型
建
物
と
想
定
さ

れ
る
掘
立
柱
建
物
跡
が
２
棟
、
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
。

　

区
画
溝
か
ら
は
、
土
師
器
や
内

耳
鍋
の
ほ
か
、
陶
器
や
磁
器
、
風

炉
や
火
鉢
な
ど
の
火
具
が
出
土
し

ま
し
た
。

鹿
乗
川
流
域
遺
跡
群

　
　
　
　

  
(

安
城
市
姫
小
川
町)

　

鹿
乗
川
流
域
遺
跡
群
は
碧
海
台

地
の
東
縁
部
か
ら
沖
積
地
に
広
が

る
遺
跡
群
で
す
。
令
和
六
年
度
は

寄
島
遺
跡
、
姫
下
遺
跡
、
中
狭

間
遺
跡
の
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

寄
島
遺
跡
で
は
、
以
前
の
調
査

で
見
つ
か
っ
て
い
た
古
墳
時
代
の

河
川
の
跡
の
続
き
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

姫
下
遺
跡
と
中
狭
間
遺
跡
で
は

と
も
に
古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
か

け
て
の
竪
穴
建
物
跡
と
土
師
器
、

須
恵
器
、
灰
釉
陶
器
等
の
遺
物
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
ラ
ビ
平
遺
跡

　
　

  
(

北
設
楽
郡
設
楽
町)

　

ハ
ラ
ビ
平
遺
跡
は
豊
川
上
流
の

左
岸
に
所
在
し
、
北
東
か
ら
南

西
に
向
か
っ
て
下
る
緩
斜
面
に
立

地
し
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
縄
文
時

代
の
竪
穴
建
物
跡
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

竪
穴
建
物
跡
か
ら
は
、
縄
文

土
器
、
磨
石
、
打
製
石
斧
、
石

鏃
の
ほ
か
、
黒
曜
石
の
微
細
な

剥
片
が
１
０
０
点
以
上
出
土
し

ま
し
た
。

辻
惣
山
遺
跡

　
　
　
　

  
  　

　

(

稲
沢
市
平
野
町)

　

辻
惣
山
遺
跡
は
稲
沢
市
内
の
緑
風

館
高
等
学
校
の
敷
地
内
に
立
地
す

る
遺
跡
で
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
の

土
器
、
奈
良
時
代
を
中
心
と
す
る

須
恵
器
・
土
師
器
・
瓦
、
平
安
時

代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
山
茶

碗
・
小
皿
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

つ
じ

そ

う

や

ま

清
須
城
の
石
垣
発
見

一
色
天
神
遺
跡

　
　
　
　

    (

稲
沢
市
一
色
森
山
町)

　

一
色
天
神
遺
跡
は
い
な
ざ
わ
特
別

支
援
学
校
の
敷
地
内
に
立
地
す
る

遺
跡
で
す
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
か

ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
土
器
が
出

土
し
、
周
辺
に
所
在
す
る
弥
生
時

代
の
集
落
遺
跡
よ
り
、
少
し
後
に

集
落
を
形
成
し
た
可
能
性
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
室
町
時
代
に
は
鍛
治
関
連

の
作
業
場
と
し
て
土
地
利
用
し
て
い

た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

い
っ
し

き

て

ん

じ

ん

か　

じ

犬
山
城
主　

成
瀬
隼
人
正
中
屋
敷
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
確
認

▶
漆
椀

▶
金
箔
瓦

▶
江
戸
時
代
の
遺
物
の
出
土
状
況

な

な

お

て

ん

じ

ん

じ

ゃ

あ

お

や

ま

し

ん

め

い
ほ
う
け
い
し
ゅ
う
こ
う
ぼお

ん

が

が

わ

し

き

ど

き

弥
生
時
代
の
中
で
も
古
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
賀
川
式
土
器
が
出
土

▲遠賀川式土器の出土状況 ▲井戸

▲方形周溝墓 (白線は方形周溝墓の溝 )

古
代
・
中
世
の
集
落
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

確
認

円
墳
の
一
部
発
見
か
!?

▲中狭間遺跡の竪穴建物跡

犬
形
土
製
品
が
出
土

江
戸
時
代
の
屋
敷
跡
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

確
認

い
ぬ
や
ま
じ
ょ
う
し
ゅ

な

る

せ

は

や

と

の
か

み

な

か

や

し

き

▲名古屋帝国大学学生食堂舎基礎

あ

お

や

ま

こ
ん

ご

う

た

き

な

か

ま

ち

ひ

が

し

え

ん

と

う

は

に
わ

ふ

き

い
し

れ
き

か

の
り

が

わ

り

ゅ
う

い
き

へ
き
か
い
だ
い
ち

よ
せ
じ
ま

な
か
は
ざ
ま

古
墳
時
代
の
川
の
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
発
見

り
ょ
く
ふ
う

か
ん

は

じ

き

か
わ
ら

き

よ

す

じ

ょ
う

か

ま

ち

ご
じ
ょ
う
が
わ
り
ょ
う
が
ん

し
ぜ
ん
て
い
ぼ
う
じ
ょ
う

び

こ
う

ち

こ
う

は

い
し

っ
ち

ど

こ
う

き
ん
ぱ
く

う
る
し
わ
ん

い
し
が
き

お

だ

に
し

ふ

た

ば

ち

ょ
う

か
め

こ
う
え
ん
ぶ

と
う
え
ん
ぶ

ひ
め
し
た

か

せ

ん

か

い
ゆ

う

と

う

き

た
て
あ
な
た
て
も
の
あ
と

ほ
っ
た
て
ば
し
ら

▲石鏃の出土状況

▲竪穴建物跡

と

よ

が

わ

さ

が

ん

の
ぞ

え

や

し

き

ち

か

が

ん

だ
ん
き
ゅ
う
じ
ょ
う

縄
文
時
代
の
遺
構
と

　
　
　
　
　
　
　
　

遺
物
が

か

や

の

だ
い
ら

な

い

じ

な

べ

ふ

ろ

ひ

ば

ち

か

ぐ

す
り
い
し

だ

せ

い
せ

き

ふ

せ
き

ぞ
く

こ
く
よ
う
せ
き

び

さ

い

は
く
へ
ん

え
ん
ぷ
ん

す

え

き

の
ぶ
か
つ
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熱田区

港区

千種区
東区

北区
西区

中村区
中区

昭和区

瑞穂区中川区

南区

守山区

緑区

名東区

天白区

設楽町

ハラビ平遺跡

設楽町

上戸神遺跡

設楽町

中村遺跡

寄島遺跡

名古屋市東区

西二葉町遺跡

豊橋市

野添遺跡

姫下遺跡

中狭間遺跡

豊山町

青山神明遺跡

清須市

清洲城下町遺跡 豊山町

青山金剛遺跡

小牧市

多気中町東遺跡

稲沢市

辻惣山遺跡

稲沢市

一色天神遺跡

令
和
六
年
度
の

発
掘
調
査
成
果
概
要

周
辺
の
弥
生
集
落
遺
跡

　
　
　

と
の
関
係
性
が
!?

　

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
令
和
六
年
度
に
、

尾
張
地
域
７
遺
跡
、
三
河
地
域
８
遺
跡
で
発
掘
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
13
遺
跡
に
つ
い
て
調

査
成
果
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

豊橋市

萱野遺跡

い
ろ
ん
な
時
代
の
遺
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
確
認

安城市

鹿乗川流域遺跡群




